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著になる｡ MOSトランジ.スタを用いて行った測定によると,観測 し得た最低の周波数 10~7ま
で1/Jスペクトルが続いている｡ Hoogeは導体の種類,形状に無関係に次の経験則のなりたつ
ことを主張 している｡
Sz(f) S〆(f) sR(f) α 1
<Z>2 <V>2 <R>2 N f
(1)
ここで SX(f)はxについてのパワー ･スペクトル密度を,Zは試料に一定の電圧を印加 したと
きの直流電流値を,Vは試料に一定の直流電流を流したときに試料の両端に現れる電圧を,N
は試料の中に含まれている自由電荷の総数,またaは普遍的な定数でほぼ2×10~3という倍を













しかし本当に熱平衡状態における｢ゆらぎ｣かどうかを測定によ っ て確 か め る必 要 が あ るが,
これはVossandClarke'･)tこよって実験的になされた｡その結果 を図 に示 す ｡ こ こ で 払 あ ま
りくわしい議論は出来なヤ岬 で,興味のある人はHooge,Kleinpenning and Vandammeに
ょるReview3)を参照されたい｡1/fゆらぎの原因として臥自由電 荷 の 総 数 N の ｢ゆ ら ぎ｣ と
易動度〟のゆらぎが考えられる｡いろいろな実験結果から推定す る と, Ⅳ の ｢ゆ ら ぎ｣ よ りも
pの ｢ゆらぎ｣と考えた方がよい｡また1/fゆらぎをいろJいろな不 純 物 濃 度 を もつ 半 導 体 試 料






























<JaZ(i)l2> 1 <I∂p(f)I2> .1+二 ∑








































の光励起に伴なう緩和現象の特徴は,光子エネルギー (可視光で数 eV,温度にすると数万度 )
が大きいため平衡状態から大きく離れた非平衡状態からの特徴的な緩和現象が現れる事と,量
子的コヒーレンスが問題に本質的にかかわってくる事である｡
共鳴2次光学過程に関する議論は,古くはDiracの量子力学の有名な教科書にすでに現れて
おり,光散乱は入射光子エネルギーが原子の遷移エネルギーに共鳴した場合は,独立な光吸収と
光放出に分れてしまうと結論している.1)しかし,Diracのこの結論は励起光のスペクトルが原
子の吸収スペクトルより十分に拡いと仮定 している事に留意しなければならない｡Heitlerは,
励起光のスペクトルが原子の吸収スペクトルよりも狭い場合には,光吸収と光放出は切 り離し
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